
 

 

 

 

 

 より高い専門性の獲得を目指す社会人のみなさ

んが、働きながら学べる大学院として、さまざまな

支援制度の充実に努めています。 
 

☆教育方法の特例措置  
仕事を続けながら在職のまま大学院への入学を希望する社

会人が学びやすいように、大学院設置基準に定める教育方

法の特例措置を実施しています。 
 

☆長期履修制度  
職業を有している等の事情により標準修業年限(２年間)を

こえて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了

することを希望する場合に、長期（３年間）での履修を認める

制度です（但し専門実践教育訓練給付金との併用は不可）。 
 

☆24時間使える研究室 
本大学院生の研究室は、学生たちの利便性をはかるため、

(原則として)平日、休日を問わず24時間使用することがで

きるようにしています。時間を気にせずに思い切り、学修や

研究に打ち込むことができます。 
 

☆日本学生支援機構奨学金 
経済的理由により修学に困難で、かつ優れた学生等である

と認められる人に貸与されます。ただし過去に日本学生支

援機構奨学金を借りたことのある人は、申し込むことができ

ない場合や、借りられる期間が制限される場合があります。 
 

☆秋田県看護職員修学資金 
秋田県内看護職員の充足を目的に、看護学生に修学資金を

貸与する制度です。秋田県の選考を経て採用されると、大学

院生には月額83,000円が貸与され、修了後に県内で継続

して業務に従事したときは返還免除の制度もあります。 

本大学院は「あらゆる状況の中で、その人の生命と健康を守り、人間の尊厳を確保する働き

をする」という赤十字の基本理念のもとに、人々の健康に貢献することを教育理念としてい

ます。本大学院の立地する東北地方は少子高齢化が急速に進行し、生活の質を高める人材の

育成が急務です。本課程では、必要とされる医療や政策に関する看護の方法論を評価し、深

い洞察力に裏付けられ人と健康を総合的に評価できる高度な専門性を持ち、科学的根拠に

基づく職業実践力と研究力を併せ持つ専門職者の育成を目指します。多くの実務家及び実

務家教員による教育課程により、「基盤看護学」、「健康生活・療養生活」、「成育看護学」、「高

度実践看護学」の４つの分野を構成し、学習者は学ぶ意欲に応じて分野を越えた履修が可能

です。看護師・保健師・助産師はもとより、養護教諭、介護福祉士などの、専門職者に求めら

れる能力を獲得・定着させ、ブラッシュアップさせる教育プログラムを構築しています。 

 

 

教育訓練給付制度は、働く方々の主体的な能力開発やキャリ

ア形成を支援し、雇用の安定と就職の促進を図ることを目的

に、厚生労働大臣が指定する教育訓練を修了した際に受講費

用の一部が支給されるものです。一定の受給要件を満たす方

が、厚生労働大臣の指定を受けた教育訓練を受講・修了した

場合に、費用の一部が教育訓練給付金として支給されます。 

本課程は「専門実践教育訓練給付金」への講座指定を受けて

おり、在学中から給付金を受けながら学ぶことが出来ます。 

 
教育訓練給付金総額 ２年間で最大１１２万円 

受講中 ４０万円✕2年分 修了後 16万円✕2年分 

令和 4年度文部科学省職業実践力育成プログラム（BP） 

日本赤十字秋田看護大学大学院 看護学研究科 


